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巻頭吉

本年度の就職拘当(機械て学教室)教 '自として

同年12月に且慎:11務合引き継いIo it膿活動的早期
(ヒルJIi1:引き継ぎ次期も。砕くなっている.1単偏執軍の6 ~

2i目的時点で.院q 'F節句 jれ1割強内定で、 .¥句と
傾向的違いはない .¥l底的鰍ri'lとして?部生の就職が

以前と比べ.ZFくなっている.それとい?のも、k学院進学
事が50%を瞳える今日、 どこの企主を受験しても竿部生、

院生入り乱れての鰻7・になり人停がいくら)J.!iを平等に
後?といっとも紙県的には院生に軍配が 上がっている。

送り出す側も内戦的l'院生を檀先して身えざるを情ないe

今年は例年にJtベ、自動車メーカーに就聡する乍生が
多く 調暫に少々 r~聞取った. I字社の今3月期決算を見る
と株価下越のJ倫 ~Iを縦P'f- 入れたとめ総じ て:I!績不
良企輩が多いが、株ド部の盟悶を除くと、I):!j宣輩出収益

は悪くはないようfある.自動iIfメーカー各百がり決算的

t-，) 肉動車庶r:方、骨量 ーの勝ち剤JO)惜仰が強〈 守1'.諸
君の就聡格引先的価りもそれを反映したものと型ρれるE

ただ、送り出す側の管制官世として、府働市メーカ-Ieけ
でなく、瓜<tJi:聞い Eいろいろた l\傾にチャレノンV~

欲しかっ士

請は世わるが今句的自動・ドレースにおける日 本車 f

の伍醐は，fi ~匹 まれド 見る快併であるまさか阪神タイガー

λのぶっちぎりの快岨鍛と関係ないc~，ヲが、 1 ~の

Dakhar rally :，"おける Pajero，，)ltt剛il!f的優勝、lndy
500における服部直 (1引な)、州本ili((1針。竹山師柑
~ Mansでの AudiSport Japan Team Goh (Audi 

R8. fl(I!.l， Kondo Racing (Dome 5101 Mugen.12位)

業附らしいの Aにつきる 過lIt¥IIK山怜車で Toyota 

が1"1レースに撃戦L、LeMans -C'-('~るn t 単く優勝す

るため、 Koeln 係外に研究所会filj句仙界中から技術占

を!I!めて研究を進めている事が映し川された。

今や技が|司11!\it~る 自動市の'L~: ^j~ t'けでなく 、 自
動車レースやi単転技術導的ゾフトl色IC"もi快界トップに雄り
IHょっとしている 入国 体とL 、う百 艇が特1 Ji.; l ~ 、かどうか

は別として 中そのもののハードキドライハー的柑仲雨、

ー ニ挨拶ー

/.清士山動中部顧問原田

戦時、事々のソフトの調拘111今桂並々u，望書匝され 111:レ
』ス描だけの世界IoIJぞなく、 地球に俊しい棋の設計に

おいてもきっとうかされるものと矧作される

般近位打している研究テーマのlつ山 If'教育‘関連

して ，1 6 Jj ヶ川 聞のド.1 ~Æ罪的健 '1 同教を見亡い

ると異常である@その脈閃γはいろいろな任会的要闘が
踏んでいることと身えつれるが.ともかく明治以来校が同町

提屈を支えてきf子教育がどこかE粧び相lめていることは健
主である.ここPくどくど述べるつもり11・いが Eもかく公
衆道植がいったいあるのかなドのか，'ILの運転手を観察

しごいCも次から1xへレッドカードをIILた〈なるD 澗主H際
市運転、IJI:僻電請を掛けながら110:近 flよメ ルしなが
ら)の運転、 チャイノレドンートをしたい竹い母縦、 無灯火で

Aる車 たばこのポイ捨て 進路変更4青山サインをIHさず
にえる班、術開ii1i闘を置る越中のJjパUi'に嘗慌を喰らす
中 耳々 そーのけそこのけお班が泊る土 茶もびっくりし

そつな仰の'1'である.刊袴祖が斯1¥でEたのit少L前まで
の品で、 中1，"1闘i!する守陣取のみ取りlげても Ueの合後
ごニ二1，2fl 山総把~'.I'I ¥故山急撤な附加及び検挙キの

臥トを見るk隙');;;:物騒l，tI世山中iこ向かいつつあること

別々 H で々ある

人やJ也誌に俺しいとJうえ焦が時代を!ii者一ワード
に~t.つ n 、るが、 教肯!Jの低刊'よ町内己 ~fl が負えず、

自己背舟守きない大人や符百が今後単d周期加寸る事を

BEえると、 位術庁iま1-1を;&JIするに腎Lても人的要闘を考
盛lt'_'Jj全d:JHdべきである.Jl体的itiま、何持陣えから
例措悪説 :.~ 1;/)り持えて経 ~I -I一ることが 大事 Pある t-I~ L 、

イ了き過ぎると、今度111集倫燃が耐をきかしつつあるj'の

中で9るので、性悪説とノ、ランスのとれた発想が必要 である。
lt(近読ん作論d併のみ;に!曹lとし、)，t貨障が舟かれてい
た.他人のことを思いやる心とL咋M:ntt:そう守ある。 明専
魂Q)it::通じる身えであるコ u術再li忠とtL:!f，，iV実力を
闘みたがら伊直し的政H:"帥んe欲しいむ

1 I乍問機械ju能 Iif~科教綬)

自動申部 OB会に寄せ て

私は九州!大凶1'1 動中 部でL::~ ド をやった句割台 1，\

働した方だっιと思うが、 ，"1，以来あ主り府動中 (部)とは
縁がなかった rrtJ，'-~開っ C 直ってはいたが ラリーの
激励会的案内などを畳けても仕事円相ifTでIUられなかっ

一“一

0"会士Ji:ftfr 康問 1，11291 
t旬、岡山山0"会γァーもIl¥てみtいと思ったが車たせ
なかった6 たまたまれ動'1;却世仰..n' {f，村君からあ旬、 名
古k¥駅の近くで仕事合していた仰で、'1・京地Ji(σ〉部ぜ1座
高金Q)，t-it!t ~liをさせとυt-I'いとその1没収京の士合に



も出席してきて、自動車臨時代が懐かしい思いがしてきた.

思えば、大学の入学式のあと立時金各部の入部勧費

の時、自動車聞は人間希望布をトラック(哩且号)に乗せ

て曜まで運んだが、そのときは入部せずにいた.同じクラ

スのYくんが療の部屈に遊日に来て自動車部を自慢げ

に話し入簡を勧められて、桂になって入ったのだが、夏休

みの新人部員合宿..習訓練には間lに合った.r車庫が聞
いているときは何時でも/11てこいと書われ比般的真面

目に整価に出た方で、2年生から併事をやらされた.運転

免許を早く取らされたが、コースを間違えて1回目は失融

l2回目でやっと6))に合絡した自動車部で!立運転でも
比般的よく乗った方だが、それでも卒量までの走行キロは

4000キロを岨えてはいない.

率重桂国鉄に入社したがその入社面接試験で、計意

なものは何かを凱かれ、 n動車運転免許ーーしかも普通
運転免許(当時の)ーーを持っていることを自慢げに言っ

たことを覚えている.入社した最初の1年間、国分寺にあ

る中央鉄道教習所と言うとニろで、全資制で教育を畳けた

が、同期仲間51人のなかで自動車運転免許を持ってい

るのはただの2人だけだった.しかももう1人は国鉄職員で

あって商那視野の自動車宮東所に踊植し、輩曹余暇学

生として東北JV1Fを/1.1て本社眼用を畳け直した男であっ
た.

桂日、本祉の居直をしている時、保問試験の試験官を

2回ばかりやったが、あの時を思い出し、避にI自動車運

転免許を狩っていない人は手を挙げる」とやってみた.的

50人のなか月予で世える但しかいかなった「大学を卒聾

するときには自動車免許を iとZう時代になっていたの
であるE

当時国鉄は戦桂の艦勢からようやく立ち師以繍送力

増強、電化ディーゼル化のいわゆる動JJ近代化に取り
組んでいたが、 !i鉄道斜醐抽と，-rうのがあって自動
車・道路の弼遣によって舗道が貴われ、今にアメリカの樺

になると古うものだった.日本の新幹線をはしりとして欧米

を古めて鉄道の見直し檀噛につながったのではあるが、

ー部は事実その通りになって、地)j交通組はどんどん鹿

止され凶鉄も民世化して)Rとなった.航空機の費遣も古

めて時代の流れで~I/iは当需のことで、三者それぞれの

特融をいかして世割を分但しながらもサービス等の織剖

な健争をしている巴

この樺に、当時は自動恨の話をすると『微だ」と昌う人も

いた.だからと3うわけではないが、とうとう国鉄を卒業す
る時まで、いわゆるマイカーを持たなかった.勿論自助く踊り

場が鉄道そのものであり、耐力的問圃もこれ在りだったか

らではあるが

自動車部を年輩。した頃、将来自動車が待てるように

なったらどんな古くなっていても1950年のスチュードベーカー

(前部が飛行樋の惨な奴)を目おうと，lっていたものだが 。
同粧品挫の勤務が新幹融の同多総合車両部長であっ

ー3-

た.入社以来あちこちと転勤が多かったのに大阪から西

に出たことはーIJtもなかったものだが、いみじくも最桂が

母桂の近くになったのも何かの因融かも知れない。聡員

の'1'に自動車jfきが集まってドライプしたり休日にお休
みの堕惜工場を借りて車をいじったりするグループがあっ

て東京などから転勤した人に片っ端から車を世話して持

たせていた.他の栖の席か(;;1かで、ゴルフの練習に行く

のにハイクでも買おうかなと宵ったのを聞きつけて、 f郎長

が二輪車で事故でも起こして怪設をさせてはいけない.

世話をするから四備を持て Jと.かつて車を世話して貰

った現場の若い所員が東京に転踊して車をおいて行き、

鹿車処分を頼んだのがあって、この車を値えと勧められ

た.!転瞳矧問までの他人の名轟の情用だ.10年くらい古

いダイハツフエローマックスだった.東京の世に電話した

ら「部民 1あんなポンコツに乗るのですか?Jと。

当時嗣岡市は水不足で、新斡蹄も一部小部駅で造中

給水をしたり知恵をI.Uして節水に協JJしたものだが、この
，.，を運転して、よくグムの貯水を且に行ったりした。車道で

こ拍車などにスイスイと追い越され、自分の*の青い煙に

も迫い画されたりして、さすがにh不足を感じたが、なか

なか良く走った.自動車臨時代の盤蝿を思い出して、ドア

ーの腐貴穴をピールの空き缶を切って張ってパテで埋め

たり、あちこちいじって唱しんだ.蝿"'11勿体ないから自
分の物iこしたL吃11ったらf二ヶ月間車なしで誼慢しろ、
良い出物があるから 4と.それは新車を買ったA君から

也君、8君からCIlへと下車りiII置l.廃車予定のC君の
50'手カローラ2ドアークーベが且に回ってきたのfった巴

車蹟期限の切れる頃、国鉄を退社する事になり、とうとう置

い畳けることにし保険料相当額とifi横料は弘ったがその
ほかは無料で自分の物にしたo II[検を例のグループの世

話で附多で行い、フェリーで東京まで造って貰ってフェリ

ー埠頭まで畳け取りにに行き、千』躍の隙亜局で諸手続を

自分でした.Af質的に阜のオーナーになったのは国鉄を

降めてからである.

h軍事勘萌の問に一度、布、が自動車部時代にお世話に
なった年止前挫のOB諸兄に回世宿舎に梨まって貰い、

大いに飲み 勾在愉しく捕り明かした2解がある.

自動車問時代、，~胤にいるところに.たまに見ず知らず

の人がやってきて、それが明専時代の自動車部のOBだ

ったりして、きわめて憎かしそうにー度ハンドルを握らせて

くれと君われた事もml々 あった.息自身も東京に出てきた
ときは厚かましくも『いすず」におられた先輩を訪ね、Eの
暑い日だったか、冷たい冷Rをおごってもらい躍しかった
事を世えている.

自動車部のOB総会が本年度聞かれることになったが、

此処まで進めてこられた凶悟の皆樺に感謝申し上げた

い.白動車部OB舎としてのありJJなどいろいろ議論して
置いたいものだ.明再会に地尻町支部や.機瞳など年次

を屈えたあつまりや活動があり、又年世ごとのグループでの



活動もあるよフである.晶近地区での土台に/!¥てみてせ

いぜいプラスマイナス2年が知っている1"1酬に過ぎないの
に括をしているうちに何となく近離晒を感ずるもである.

ーご挨拶 ー

ともあれ、伸被の協}JIこより総会の成功と今挫の自動中

部及びその011主的発展さらには特闘のこ健康を折るも
のである

「自動車部の現状J

時 F~すますニ消栄のこととお慶び附しょげます。

型住部品 l七l;(内 副生五名)で11々 活動しており
ます.附句 信書いときには八名もいた現ー回生もfん

だん揖り.I~~ながら 人をI~-fのみとなってしまいまし

たrそれもひとえに控々先輩の努力不毘と!i古しておりま

す.今年は、現在五名町新入部Hを迎え近年の部且量

減少を抑え、却を盛り lげるための吊動を巧えている所で

あります

次に/，r，動についてですが、年間行事としてはラリ 開

冊、工止拐、中生対抗などや、悩人続技ではラリージム

カーナ・ダートラなどの競肢に"J~しております .

百持会内動車部幸n西野 (機械3同生)

先111よ六月一十八日に行われた九州インカレダートラ

に初めて書加L.活動の幅を少Lt'"j骨や寸ニとが出米
たかなと感じております.

工大需は倒<1通り槙接経由でたこ櫨さを焼く (.;tです.0
U主総会が工止最期間中に聞かれるということなので、近

くへお越しの障にはぜひお立ち寄り下さい

品桂iこ、今岡この部誌の強刊が f'iiニよ句かなり避れてL
まった事を111L.訳なく思っておりま寸。今後は子足通りに

l'を溢へるよう部誌担当とともに努)J¥、たしま-)ーその際
ご寄嗣などを依頼させていただく"があるかι思います
がそのときはよろしくお願いいたします.

報告ー 活動報告 ・年次計画

2002.03年庇踊

∞ラリー

02~r ~ /21 KOC チ;I-~1フフリー

5/1ト 12 RC大分サファリ m九州

6/16-17 クラヘルマイントラリー

"/16-げ MoonConaS 2002 

句 j;I:JMRC 九州刊一 J r. ~リ一文

JMRC 九州刊選手権

C2 1 (，i 

C2 1 (¥L 

A2 位
場一7./ 2位

A2 Dr. h;，t市〆

Nv. ft~n~ 

C2 Dr. 3(!i: 
C2 Nv. 3位

JAF全日本ラト選手町 A4 Nv. 5/!i: 
03<1. '/6 KOC チュ りッフラリー C 付

6/21-22 RC-.k分サフ7リm 九州 C 位

∞.f-Wiイアル

02句 5/26日刊砧ヒッ・係大学対抗

AFWゲートトライYル大会 A21.2.3(.) 

03<1 6/28九州インカレタ トトラ{γル

∞ンムカナ

団体2(世

間体五位

02{1~ 12/22 ]lJrJ};:学市鴨祭fムカーす S&B 2位

03<1' 2/9九州地1)(Jr チャンと.~;，ンリ ス#I N2 3位

7/6 11 11 卯6F2 1 (セ

平成14年行事ー活動報告

'0/'9司 20 K何 NIGHTRALLY 

12/30 Os会新車庫町肱輯.，兼れて.OB会(自動

。1;謂11'値)を聞きました<OB I~ 名、調1日 10名が出

4 

11/:しましたE 新車雌でまず自己紹介をしたあと聾盟会

の会場へ移動 OBの!iと部員が組畳を問めました岱

その際、松尾先輩、藤UI先鋭と、伊東先輩のご遺

品tから組盟会陸曹の 部にと、お占しをI11きました.

想授会場前にて 021230 

，.加荷敏体略}笹尾{キ25)前附(lt32)事付{化331野口{償却}

~"'(.:19) Il舗(fヒw藤岡{怠}伊市((.14)八本{聞451
'lil'， '川利子制川川御傾(何度 目 臼}山ド(金 H I)喫~n. IO名

平成15度年行車活動計画

411 人中点ー部民勧請

5/'7角 18ACK SPR1NG RALLY 
6/28 九州イノカレタ・ートトライ7凡

11/22-2't:.k事 (1I/230B主総会)

12).1 IIHI大学常暫需γムカーナ

311 迫いIflLコンバ・本"'"



自 動車部部員名簿 (O~ ・ 9 ・ l !;提供j

世織 氏 名 学科学年 出身匝 止 t， 学科乍iJ!. 出身世

監暫 ，<1高 曜気‘1 県香仕ヶE高(福岡} 百躍 樺械・Ml 県立叩i有(鹿児品)

主将 丙'1 櫨~ ' 3 1¥世山南高(量蝿) 西本 物質 4 県長崎Jl(1長崎)
会計 111 U 楓械 3 踊品目刷高(長崎) XJL 憧械 4 県i'i惟高(福岡}

弔'H尚昆 笹原 憐械 3 久留米工大付{福岡l 商問 橡械 2 県八{~ ，ol;1熊本)
主情 日尚 物質・3 創成町高(長崎) 佐雌 憧械・i 県安品高(州知)

00岳連絡 石九 機械 2 県佐賀商高(位置) 龍"' 蝿械 i 県宜薫丘高[福岡)

Il¥.j.: 櫨械 M2 県時々世{院本) 今井 物官・l 県 λ幅 高(福岡)
村!f 惜械・4 大学横定(福岡) 1Jtii- 瞳械・l 県北龍耐(福岡)

.:. 蝿械 M2 県新見高(岡山} 雌川 櫨械 l 県北量高(福岡}

ご長i1 OB会連絡拘当のごあいさつ 機械2i.i]生 石丸

二のたび、日前さん(j荷物質川凶作)から OU連絹且

を引き輔ぎをした穐被知能 l乍"・柚械料ヤコースZ回世

“丸IJまとf!ILよイ M よろしくお闘い量Ltす.

今桂1i宜1，')やOJl士ド聞すろIJ動'1'部出串111士:f.'.Ii>

担当L主十ι肌柚 恒{，J骨おf¥ちしてい主す

一ひと古 新 部 員 ・人 部の動機、t任意など 自動車部一回生

佐轟 (檀械)

内分が自動，令部1-人部L.tう土且つTてきっかけは k 

々自動，kが射さ，~勺t こと((動 小 筒fli に興味を持つt

からです

二れかリ白幽4・出11'して叫動していく・11'(:.今さでよ
~)niい自動車に関する畑J.を""つけるk共にンムカー

すやラリーなYの健Ili :-b楠抑的に*~Iしていきた J '1:思
いますまた活動会通じピ件と物は社会に山た附にも

きっE世1-古つ士担、いまオ 白分を州めてL、く.tl''.J:でも;11

Jパッ手いき1-1'1:思いtサ

檀永 (機械)

この庵自動Ili問1に人鮒LまL介、 織持知JIiIo工学科の
"水高之むすいを~.

11.1立高悼件のどさV興味をしっ上うlーなり将来車に関
係し，-仕事に枇き""吃思うAうiごなりまし台そしてkγ
に人宇して、 中の幣備を勉強L仁')C ，1J!，い自動車婦に人
JLました
これかっli.車についCさまざまた知離を技術を身につ
け.H-ンムカーナやラリーたどの鞭f.¥などγも出場して
直私的1.¥lIr山んも瞬いていきた¥'.~:思います
これカらゆ払って1.きをす(})-r:.どうぞよろし〈お願いします

今井 (物質)

円分が自動'1¥鼎V入部した理tlJは白動車に興味があ
"たからです1 あと、 H動flfq)幣踊l'聞する匁l畠を身につ

けて今東 っマいる八I~I1 1 ~~ IをP、る戸け』てい問|車り続

-， 

:11:1吃思いますそして自分的運転桂術があがるように

腎iJをして市紘などを起こさない暗良な亜転者になれた

らいいと思いま寸

自動'1'鼎がl情で(rうラリーなFのrr(t l:.~}摘除的に
~加していきたいでオ

理甚 (蝿械)

自分が白動 I，Tに興味金持ったのが中学牛肉時Eした

中サ.!:j肢と自動車ド開臨ある冊rdI~ 入ろうと思qていま
し?が}そんた聞出はあり tせんでしたi そLてk!詐に人
宇して、向動中部lの1ft午を抱l勺?ときもフニ11しかないと思
い入郎しましfe

白骨川将来自動車I!I係凹11''IW就職したいと与えて
い主寸 このれ動車部で つでも事くの二とを~'t(，>:.将来

のニとに世すてていきたいと思います

轟111 (檀織)
1¥は向性的時lこ中山レースのタ F ムを開って、モ町'1'
でか勺こいい!ILa'見ているう'>I-tH日1自動車会社に人
ろうと肥っていま!，J

入学1，品、るとれ動中部仰ポスターが官に/，って友達

と'Ii雌を訪れて見るとニrンジンを降ろ」た旬、輩出整備4どし
ていました.それを比て自分で臥を盟耐III宜るなんてかっ

こいいなと思いまLt. そ.)¥-、うわけで慣は自動車閣に入

るよと会決めました

内動車問に人っfーからlーは絶対世帽を完曜に出来る
人になη介いでt



三郎さん特某

三郎さんを阻む会報告

「三郎さん」を掴んで 03. 7. 21 

酷尾ヲ郎氏には、昭和30句代桂字以降的自動車会陸
になη nrr.(にたり土えていたt'いき、H:.ご指謙をいr
だいて今Hに千ってい正す且たち地位部員も円頃はl二三
郎さんjと究開1:呼ばせていただ口、主寸

そ円三郎さんl- ζ僚沙肱が続いtいる"，fiくてi車い"
OB諸止がi、る7)121l1にお止まり;ーなり、ー郎さんをお

摘さして三郎さんを捌t1会を惜しまLt:-参加者は陣
l孟=郎さん、中村 ((-・55tH皇.!'iI!)1'1 " (f・55
年麿瞳耐会員長l.1M ( (--55年且主将}、小川
{機11. 56'1 庄のI!~'吋)、山本 (険・57年度埜蘭書
員長)の08品氏そし亡型世生からはOB:I'II.~")日禽が

ご 輔させていただきましたz

日頃円ご無砂汰'-111かしさも情増して.色令な話しに
花が咲きまLt 1，¥ぉ似品iーな勺た刷のお話.久u:ηに
三郎さんへ連絡を取~ltLた時的お晶、々特さんす作時 1 \

を思い附されてか突いjlTの絶えない士掛止なりました

三郎さんは乍付時代フロンティアスヒリットに湖ち溢れ、

ご1'1身的将来を新天地に托司べく‘プうジル《の移住を

三郎さん特集

自動'事部 l揖 OB~1l .ej日高 {物質3回'~.l

止，L'され.I午，q主で貰っていたとβうお.i!iを初めてご被.
されました.お昨臨"最峰山品尚で14ぃ由主')、摘恨の整
備I場企継ぎ、 l、ろl、7，ttlll<N:軒てl!!If:こ至っていると
の二とでしたl 皆さん初めて聞かれたとの噺で人'lllかて
いました.

また町自動 Ilf. 個11<興会的調It(~動的 曙介してアメリ

カを品れた際;こ、自動小山文化と!tf.eJ!.の且み叫遣いを肌

身で1隆盛され1-そ?で寸 ψ アメリカでは*険が無<， !lfI主ポ
ロボロにたっても動かなく々~tで需唖があるとのニと、I/!

傑と一人で韓米してもー郎さんごn身の右腕(怯WiIがめ
れば拝らしていけるのではりと、アメリカに陪々な"1能性
を晶じられ1干そうです
U-I-の自動Ilfラリーの日n'!則より常(.-事 線を忠まれ、
モータースi):-';tの聖届を車引Lてこりれと 郎さんで寸

が、今でもチャレノジ楠仲とフロンティアスピリッ1を生わな

い事仁 見押うべきとろのt~を強〈岨じ主した

今やl同席さ佐ていただき色々なお請を聞かせ口、ただ

きましたーI!!<め C晒じ tのはコ郎さんの人脈加 11~さです
一郎さん1).折にふれて弘士らに知恵止勇慌を与えてくだ

さいます‘多くの人に臨われるのもうなづけ主十そのお

人柄11今ご手且の睡太郎さんに聖:j絡がれ口、るようで
す Kl1i:とって八CKは闘であ町、三郎さんIt自動'"部
員四帯2の曹と丹っても過庁では~I 吐息います

時代が変わり、日・~'111!ilも少しずつではあ句ますが変
化していをすそれでも変わらない情然を持ちつづけてこ

れからも1]動 l!(部を止切ドしていき1':.いと思いま寸 .

Ja桂に‘ 三郎さんの1，，'1:1:しているおヨ慎を聞いたの
で梢介したいと思います

↑どんなに人事を尽くしても必ず問圃1;1生じる.問闘が起

こった時にどう対処するかで‘そのひとの恒置が捷まる.J 

プロフィール徳尾モ寸ース社長徳尾三郎氏

昭和信年， ;畑，.'1まれ県、ャ， '畑高位明治大学千葉
車嵯の，~情で海外へ山然い出いそm，.~L:主主の白動車

枠偏工泌を続く

昭"'37句頃から1¥地のそ@スホ ツに関わり、略取J40

年IJ掩1;1.工太刊一{措σ)K11刊)目指噂のほか内外出そ
e ス~:" 1的世拠に古 'j.. ~~! .九 l 人自動 !h..冊目を11:が

Iヒ惟するラリーたどに参加させるなど公弘ともに現世部'"
，、山指導ーw，..と物心両1偏向揖1¥1)を与えt
jMRC九州地阿協揖岳町市長そ仰他全凶、九州地 !l(/~

6 

編畠部

E出世目を酷fLI1 .f...tll倒山「餅っき会」など有罪軍植し自
動，~部Oßが l 郎さん I-k' 111心1."官戒を蹴けているのも
在邸中j: 1;"な r)~.).j3U険話に必っていたからであろχ

手fltI I11的f部世j嗣事lFAi士札昭和 10年頃以降'"
量的Ol!，t.n動市閉山人t曹は切らなくてL.~一郎さ
んJなリ知っている人山事いことが分か勺f二.つまり.!'凹

011より 帯f!く九 L人自動車閉そご存じとitうことであ
るl 今回{二郎さん竹1(をおiんf守的もモ仰辺の川市土ご
廊解くださし¥



三郎さん特!f，

三日[¥さんとはこうして知り合えた

九州工大でi士、明等以来の歴史を持る学生曹が克輔さ

れていていました1

賞拝金的各部七郎苧を正身艇に置いて活動していまし

fテカ¥これら叢11.0)リイシヤYやプレザ一等u，タリーエング
をしてくれていたのが『共1併合クリ ニJグさんでした.
小芝町にt場を持ち続日骨ylを瑚勺て受注 配置を

されていt:引が1J与輩舎のオパチャンでした.オパチャン
はクリーニングのプロとでもμ いま寸か、品々のwすシャ
ツl土t'iれ品升で踊を見なくても持ち 1が分かったそヲで、
赤い糸で小さなマークをItけていt:feltで何白人といる
宿世田・ノャツを間違いなく婦げて〈れる下思議な能力をも

っていました.今でもk臨でご陣([と円二とです.
そのう九クリーニング工場と共世舎の11';/1<匹を週間十

るm配車の運転全自動車術11¥がアルバイトで手伝う機会
が明えてきました小骨かr)I，I¥瞬、折地まで軒目かなりの

距織を圭っていましr-.人やがて忘1t1!を出た!J.が工場
町一階に下閉させてもらってq挫の司会配に骨量所や取担
品廻りをやるこtl'なηました

三郎さん特集

l咋 Jt主将伊東 (子44)

こうして共世合同 Ilとたった!J.11工場町怖さんやオ

パチャンとそのご毘見で了唱を切η盛りされていた宵川1.
也さんとも京臨岡崎町おつきあいをさせていたfきまし
た"-刷工場的根両の海人や整備なI'i-"てをお任せ
していたのがf悼匝モータースjでしたe

そうこうするうらに代々町内動収部同部員が陀み込み

仰向レハ什をなるニとが続き、宮川さんの紹介で師車の畳

踊等もf臨J{モータースで面酬を且てもらうこと企なηまL

10.弘たちの代はこうしたf三郎さんeと九てk自動車部と
がお近づきになる禍檀L抑制期目頃で、止の八木君、そ

して肱の山本軍側丹、又モの肢の川瞳:si量の時代からJ本

物的なおつき~)'、になったようオ r
その龍、九 U;の自動市部が!吉郎さんーのおかげで、骨
胞のラリーでの上位入賞を班たしたり.KITナイトラリ←な

どでは末t:'にお世話になっている二止を知り.人と人を結

ぶ緑や抑的不思轟さを.Wいさす.
"桂にたり重したがf輯尾モータース土自動車部がい

つまでも宅展を紐けられるニとを心からお折均します

弘のパリダ力

ハリダカの仕事会始め (10，"<rになる『ハリグカが好き

であるd 趣味である

1990年閉めてバリダカヘIIったエンジンエンジエアと

して"このW.コJI>は1j与の軒明エンジンを投入した。4古
の車両で出場したが.吋，は世}誌のパリダカで匝lfIしてい

たエンジン.1 tut将艇にfIi!けてのテス|エンジンであっ
た。軽量化とHIJJアップを嘩り込んだものである.必ず完
走させ良い成績を倹サニとが私のIE班てeあった。
このエンジノは司令q，\VR. C監曹でもあるアンドリ~- ー

コーワンの車に帯植しt.ゴール前nまでは令く何のトラ
プルもなく.三唾の最 1:1>1である4位をA行.ダカールで
ゴール十るコ ワンを特った.しかし51，tの樟躍が証影台
に乗ってもまだ偏ってこたL、世帯1:不安がつu，る， 筏Z草
のゴ ルao分を過ぎP桂.上うや<11.化台1-現れた.最侠
日目この11、ゴール「耐1でエンジンは3気聞にな勺てL.t
いようやくゴールにたどηついたのである.I柑11までの貯
金があ勺たため、 i量の融上位IJ:lt附したのではあるが
コ ワン的舷が胡符L.1I.・b台にlーが勺た時には闘が
州L帯せんほかりに1Mてきた.軒開唖のエンジンがその植
命を1分に思してくれたことの再t1.自分がその11臨の塩

7-

~ 5 句度以寺 川越 ( It471 

に同席Lている再び略々峨々な思いが亜なっての膏び

町板であった1 モータースポー Yに1t1!して最高の感動
であったn

二の嘩動がそータ スポーツ《の聞わりを一層深めた.

その能敏年はエンジンエンジニアとしてハリダブパこ4回，コ

ーディネータとしてさらに4rlilパリグカに行った.モーター

スポーツのエンジニアとLては42織を過ぎた頃1:限界を
畠じた。またハリダカにhくようになって、外凶人をはじ
めマスコミ町人遣などとの畳滑により、 ふ喝に自分自身

は世情者が舟っている円か.コーディネータなどの方が適

正では1，いかと睡じるよフになり、I臨む置をコーディネータ
側へ置換したたま?ま『時のラリーアートの社員にお

闘いした結畢、受け入れて蘭!， 9;14.手以降現在もパリダ

カ回総合マネーンング(子宮計画実行、現地との直給、

チームの総合管用)Hrっている

エンジニアとしての世界を岨じてもモータースポーツを

離れようとは叫わなかった『併きだからであろうだか

ら.今も裂しく官補を過めているf 事ゆ、問国が起ころう止

も必ずf何とかしよう Ii:考える.置しいと思うこkはない.
r"勺と何止かなると冊向者に与えf何止かするJr何とかさ



せる h向iこ結舗を導幸、パリダカ冊動を続けている
自Tきなことには誰しも野力寸る.ζれがIt本だから最高
である.併き松ことは瞳味的ー師でもある瞳味を仕市とし

ている且帝せな人間だと思う.

そータースポーツに闘りした的は、当酷であるが工k
的自動収郁lこ入師し.ラリーに$験しだしてからである l
年生の時から先鋭的運転する収iこナピとLて(当時はマッ

プ読み)同飛l.橿暗を範験ll'-，二れでラりーが軒きにな
った..f1.自身は*のメカiまjfきでなくラリーが好きである.

そのうち苗1.モータースに通うようlこなり.三郎さんとラリー
にUIるようになった.当時の学生として.裕福ではfよかっ
たから、一揖もなしでラリーに出場できる有り眠いスポンサ

ーであった.三郎さんとラリー1'-illて恒輔はできなかった
その世襲且の今井さんと出て恒輔したことはあったが"で

b三郎さんとTBKラリーに1I1渇した時.ゼッケンは11時、そ
の書号をもらったときは蝿動."ードの1暑である，当時の

て郎さんの11名さに暗いたものである.そのラリーは畳終

一三師さん特集ー

CP>Iiくまでほぼ減点。であり、恒僻 Pきると思ってL、1:"
撞中で是周りを植岡させ、 f他的統控.，;に遣惑をかけては

いけない叩リタイヤしよ").Jとの 郎さんのE比でリタイヤ
しf ほん仰むう少lSSを止れば檀時できてい止と思ヲ
今でもその時のことをー郎さん仁会うたびに品すト二の桂

験がもっと且をラリーに興味金持たせたeというより、弘田

モータースポーツの原点が二二にあったと睡じる.

そして ι壷に人仕ここでもクラプ活動でラリーを植け

た.篠塚らが凶内ラリーで幅削していた時代に砿もそ伺

仲間に入った円だ.その世排ガス組制などでラリ一括動位

止めたが'0最前になって自分の仕事として3モータースボ
ツmエノジンの剛健に雄事L、現在もモータ スポーツ
を睡眠まとl.ft粛としている
今後もそータースポーツに醐わっていこうと忠弘 定年

になっても何らかの形で水温に関わ勺ていきたい.

ー郎さんが今でも背俸の司持ちのままモータースポー

γに関わっているのと川植に. 2003.7. I 

「徳尾三郎さん特集Jに寄せて

I 郎さん、ありがとうございます.Jこの βに尽きる、

二郎さんと山側わりは.九I.k自動東閣においてKITナ
イトラリ 開m¥躍世への指噂・7ドパイス舎はじめとし、s
学年の且際世人中は睡11.モータ-;<.でアルバイトさせて
もらったり.結iI¥の折りには仲人を時めていただくなど、公

私ともに大変お世.:6:てなった

弘li1972'トに俄械1乍科に入学と同時(入学式田翌

日}に自動車部に人偲し.:vt!jーの1974句111，1予を師め、
77年3月実で1"'1'(J ，ド就職浪人Ill:.'1'業桂‘ 78-84

句は(隊)日直デイーゼルで小型エンジン詰計に世帯、そ

町横転職し85-2000'1'11(抹)黒田において H凹由

車をベースiこしたレース r!(両レースエンジン叫附註やi

3ド3000、1'1レ シングエンジンの11判事!.レース活動の

現場指保在約ない、モータースポーツに機わるこ止を天駿

にしてきた.2001-駐在li(株)ホンダ技術僻究所にて龍

3州 HondaFlプロジェクトを推量している削

自動車部に入部し介ての闘に理く同Itに曲っているの
は時松先進の車・エンジン観轟になるほどと耳を制け.

IJIめて山岳峨ドライブにIrったとき畑4・先曹の亜転する
三豊GTOの桂師庫臨でダート闘を，リフトする笹に感融
L‘牛島先嘗ー目蝉先輩が'"を自在に操る運転テク三 yタ

に屠輯全世けたこと"どであるきっそく自分も上Fくなろ
うと学内での免許取榊練習期間中に動かなかった部車

セドリッタを睦惜し.まだ不慣れなヒール&トーを値いなが

ら体育館慣の直角路を耐がろうとして4垣を引っ掛けて
躍転練習誼慣処分をくらったりしながらも自動車締活動に

8-

1リIf'肱 L将坂井 (機52)

のめり込んでいった

三隠さんの所1'11、A【Kナイトラリーの"i"いにtrっ
たのがJo:酬だと忠弘

本物的なラリ--ltlI.そ}タースポーツに揖ねるさ今か
It l::なっ1:.当時ACKメンハーは九州地区会連勝する'1<

fJ~揃いで、陣地モータ ス1.'111人町オるラリ 用蝿桂車

に日を祉制勺ていた.

こういった湖りに刺置されて‘同矧的自貴君('i<霊能

は、全日本ラリ一週 F備に州場オるチームのナピを勤め
ていた)と比同でブルーバード510フルラリー仕儀事を脇

人L、三郎さんからr."んぽぽ)I}と名付"てもらい、九州
山陣地方のナイトラリーに出場するよヲになった.ニ川、っ

たR.j1こも火事Eサポート聞き、ラリーのイロハから、勝つため

的 know-how$.で幅広〈アドハイス聞いた町はし、うまでむ

ない.

三郎さんは自分でも餓桂に砂川しながらメンパ的措嚇

瞳技車向チューエングiニb1I金入れチームの仲間を

旧頼L‘制{舎を'"眠することの大切1さを自ら示L、組々に
む教えて怖いた.またACKナイトラリー主惜総控長として

そータースポーツに慣わる有的責任やそータースポ-

"ニ対する情熱や無意"ど多〈のことを教，~聞いた.

阜がモータースポ-'，/を正儀として働いているvlも.三

郎さんの教えのおか;ずであ爪モータースポーツへの枯zm
e絶やさないのは 郎さんをライパルとも思って頑彊れる
からである

多国輔のエンンエアが値い合う1'1の現場賄側に携わり



"がら蹄りに思うのはfl.の事肢の士えと匝摘に九工Jに
自動車飾的血が採れていること、書くのl司事と三郎さんに

知り合えた事である.

三郎さん特集

二円紙面合お借りして皆陣、キヤに三郎さんに感謝申し上

げます.Iありがとうございますiと1

03.08.04 

徳尾三郎さんとの思い出

箇毘さんが60-1'を迎えられ.広助県0)千代田パークホ

テルで三郎さんのi'I師を担う会闘が平成5'f-11月27-

28日で行われまし台

08的jJb遺んより出席され、正織な人l!<までは貰えて

いませんがかなりのぶ加宵で、臨吊さんだヮたから(そ

の人格に)みんなが晦まっ任のだろうと:l!晒したことが思

い附されます

舎ではいつも独首の陣地さんがぶ苛を空えながらのコメ

ントが印車に償っていますま丹、世の日に開催されたダ

ート走行会では"タイム"の併古舗を行い始めたためか、参

加者全員がだんだんエスカレートしてきで、..t行舎がクラ

ブ内総ダートラと{ヒしてしまいました，その時‘陣地さんも

初めてと且われますが、奥さん"助手席に乗せてヱントラ

追悼ー

日'f-!f担嗣書員長白水 {子5i)

ントされました.その時の..tりを且ると誰町“置暦を担う会"

だろうかと思わせる内容でした.

酷1五さんは常に伺かにチャレンジされ、それは年齢と関
係田無いものです『人はチャレンジ精神を持ち続けてい

るうちは“常に背作"だ」と身をもって示されることに強〈心

を打たれます.

卒l!睡も北九州にHくときにはお話を前けることを楽

しみに‘必ず醐Ilさんの所へ帯bせ口、ただいています.
学生のころの思い出を遡ると、話回は尽きません.ま

士、向日キか機会があれば、時先唖0)方々、桂輩の皆緩を

吏え、龍j己さんを捌んel.りたいものです.
最撞に.龍泌さんの佐々のご健勝をお祈りいたしま寸 .

2003.7.9 

伊藤 君を偲ぶ

. 昨年ふに自動本部00会の軍

内を闘いたが、1>れのことでもあり

欠航の厄 引 金書いた~Itに 1\本

j¥ (l1li451から年末ー年始実家(1I1 

11県11こ帰るのでOs舎に1Mましょ
也'L自の伊n-長 うとの酷いがあり Hrr ，lを翻 V~.撞参

加することにしまLた。

自jめてお会いサるk先健からIliとi'!i¥IIのー量オる先輩
や今も究極を税けているuii々 が段々に車まって来て少し
づっ自動 ij(師時代のことが懐かしく思い出されようとした

時に.OB主阻'J~'艇から Ijp雌先輩の拠踊からお値ηが

あり、先fI;おじくなりになったそうです。Jとの兜黙の計得

hこ置きました. あの峨健なEのニと~には IJ じられないこ

主でしたe近〈にいながら$車以来会うチャンスもなく今

にして思えば'l!にIl.2;('ことです
自動車部の1，"先住として在りし日町食品を阻u一文
をしたためます

ltl立地元町名作i阪l/I:耐睦の出身であり、聞取143(f田
大学卒!!置も地;n;北九州lli世南に聴を求めました.地元

!こ生まれ、地冗で学び、昭拘l:i8{ドの5.11大合酔で菊毘し

た九州IJJの百万冊111・北九州市的発厳に生世を尽くLt:

9 

'10年岨主将尾崎 {化，42)

生粋町北九州人でした

君が自動車部に人師会11IL/Ut:..昨のこと、角刈りのよ〈
似合う、がっしりした休暇とそ的i!1l値、、から到底新入学

生とは思えない嵐覗t:ったことを今でも覚えています.
当防i立鶴附惜ー‘刈Jl憾の東映任1史iJiνリーズが人完
全博しており、[控と竜」に代証される地冗の川肺気置を地

でいくような雰囲~を持っていましたが.実酔は部活に魁
マーに抽しむ真面目な乍生そのものでした.

当時在地ぶに‘手元にある施品情2骨肉昌の執筆による

全日本学生ラリー生同太会州場配はー締に多加したメン

パーとして当時のニとをありありと思い出させて〈れます.京

都裕一鳥取一広島一困問自の3日間で誼は市丸且(制42)

と組んで3AUの広島 福岡にtI.I溢しました.実に時静此

匝りが良〈問ており、吋時の状担が詳細に伝わってくる

肯車な文章ですもう つは前4阿工大ラリー(竿内ラリー

から工k揖!f'llへ)22チーム歩加の配事ですが翼iここま

めに色bと曹のI世話をしてくれました

一方で閉じられない庇耐を持っていました.存体を利用

しての遣柾(聞取140年関東直i正)のニじ迫征中は普請に
世ま勺ていましたが、連柾先での先穫との査滅等!日だけ

は解禁日でした.ニの竿はいすぎ自動車の最新観的輯択



L喝を見乍情、ご馳kを駈る縛ってTIf書、禁酒僻悼となり
まし允が、そIl>I'I;で同聞の無尽強いからιがお捕ロの圧
対側で/lめる如くに肱んu，思っ1:r，.耳勺亦'-.I.lfJふう
小うと;1，'しそヲ;こしていたことも強剤t，.;t!.td.として、今もH
r浮かびます
主r地Jt:liI ~干で由宅通乍でLtーが恒期間ながら部

軍(忘身 r.1 に人寝し、熱心に日動恥閉山情動~，- ~臥し

てくれiL丹 吋時は1]木の高度，UIどそータリゼーンヨ
ン的"を醐{向転機闘で貰辞全自動市開も今思えIf大正な
聖本時1':.，t:，1- 思いますー被早 5~} (f) “剖111 名高怜"にも

都町内t蝿1・対してItの“仰/IIW俺世を教育指啄するか
が欠けているι"とIfうのが総勺ていま吋 仁入門動車部

的行占(世議への思いや句}を心配してくれての;1"1躍です

聞fl139年人期的土人材が豊需で.だからーそ、部誌の刷

J昔イ里行

問、 Oß~Q)脅足{組約制定)惇ができました騎技大会も

'l:nラリーで昭和4]年9f'L.12'f. 71~'r 、 ./13 tF4位と着実
hこ崎県をlげることが出来たのは.伊綴1¥ヰ山人鮪から
山匂j】山師h I[{ね主今で ('I~ じています

L吋・J1帯ー棉から過き、多少の昨間的1<怖を持てるよ

?にでもなれば私も隣接仰山i1駄)-0んでおりゆっくり
と1115とを眼めることを穫しみにlてL、tLfてが、それも適わ
，.こととfょηtlJcこ
止しくft:.tなことで十が、今はただ J 耳納を心からお祈
り巾し lげるほかりです安らかドお軒町 lさい

合傘

W/l> 1¥ (開"3) 平成1-]年11n 17日逝土
ご遭肱

A人伊藤 陣

Os会のみなさ主 へ

うっとうしい梅雨宅が、つ'H、ていますお F級を押見
いたLました {剥銀筋践ご遭怯件情のお廠Lサ口動rlt却の
l部品L-，北町)' 直Wl(をお殺せいf-.f"くとの1<.t人は
fそんな納じゃない上と拠寸aかしがりtうですが、なにより

の供躍にな"~す '9'くお札 1! I L しげま l
門事をかばいながらではいい作市もできないし 絶対もう

崎迂気ドなるんだJと市世}併を過験L.前線にt耳立しま
し売 制11山入院昨もh今l叫む叉退院して軍に帰れる‘

と L人(，弘恥/，JじていまLtが亡〈なる I~杭，mからバタ
パタと官睡が~くた爪 闘い1101 えられませんでLtc

ふりかえηま寸と.通事]~ヶ 11:ニ&-1'闘病'ト括でした

がふ(])問 Irも朝仔をはかず、つらさの岳町病院を車:Y
111す人t山、るとJう抗ガン削の胎僚もIわしは持仁壮ちん
ヨと側敗的でした

尉官舎吐くどころか、ιと'iC高士，1い合い、円じゃれそi:lf
L、11.量lさん遣がf伊藤さん引柑ネドたると語、ッとしま
す をi守う開明るい術主でした

j也E報告

歓伊雌 L¥人人 伊藤

自分が '1'.! tん命にな"る11'11に車まれ、京臨を-tL
唾されIわしLt!.l{ーも心配事がない]1:入院中lニヨえる但

でした I~-rぎ主したが幸せな曙い 'U~' --d:c思-，てお
りまサ

'Ltlif、k.f(": t!J 1<11級生ftftzldと旅行オるのがtkiff"iのf:
山l弘t:'Iと品していι壬うで寸
i島駿Lt-.:"、退院して正j.， i，~なっ t._r，、 nこう在 人で
，)f州Lていた L地舎'レしずつめれにうりどい主寸
kH量1-なりましたがお止づかい「国謝したが h 九工
大n動小田OB会の益々山ご史民をお祈η申し上げま
す

自動'1'叩0目的特さんや部出動を 柑に聖しんだ皆さ

んん1・お会いオる事がごfいましたら‘よろしくお伝えくた
さb、上旬

叫飾刷こ.1'1骨ドさい かしこ

'I!)it 15t町内2..¥n 
.lt:td州中伊藤

関東地区自動帝都 Os会

十時 151!~3 J! 2羽目、，]，下請足1/'/)1制収J世1込i'I動小即Oll
士が凪他タヲプて・1綱併さJL(;ι
車内IlO句会誌';雌早塙]，]号の名簿から聞取地区在
住金品在If.:l:，-拍ぃUf.昭和9q小仰太先飽から半庇
1:1停の新人までの67'ト聞に刊る寸、てを踊躍し]001月
にIHjkLた二れはr山幅広い'1・1¥1- 直に官内Lた'11

10 

地I!<:~I~ 市 川崎 (化3Z)

11Mめcr:.っfーが、 同存状置は、イヰl返却 5、111!y， 
21欠JHI:ì:~、緑恒l帯 Il (計 101).:;あっr-
吋日は、:.，':...!聖火席がat，!I="J，191.叫"J!IでE剣7時
仇を聞けた高村正は岡山かり、1m氏111'畑からの連
絡ご参加e:附いた.

相広い年代に返り而袋町1;.-..、会同も肘うれるので.先



l'I士、 簡単な自己紹介から初めて頂いた

小 崎聞はかかりそう々 ので， .i.i;1!・で燃料補枯、 官'"
1t /j1 (カ24)の青頭で乾村、1以後はさらに11も繰らか仁、
時には列島々 も入。)スム スド進行した。

炊いで、首長村氏よりritJI'14時Jの収'-鰍仏、 15¥}u) 

¥1;' ('..OH会昨今後山あり均等について品附の後型

車i，.入った 定剣山20叫を温きてもJ.¥11 11.主なかっfーが

あえ亡府側1輩(屯29'013 z; ~ k f-tfil ;，'〆会お願いし
てお!測さとしfこわ内8t，が御句 場外出補習慢tl，-i'thて

I rった。
1111新高カ24岩イド 曜日9111111 車!::W!I局 ti，:.l ll~r附

般31縦横化32)UII-川自由 機33小堀 ・ '1'村.~. ~民

fヒ日高村梅36Kfn 屯'"栗本 化391lて酬

j也E報告

制10本間ーλft(16中野 2機5，'放問 (&7足辻

(敬件略)

中京地灰自動申郎 OB会
地lズ計事中野 C" 2.')) 

、J'.Tt1 ;)句 ::Hl:!!J付(1.1. 12，00-1ο 00メルハルクt，
，'， 胎において、中京地1<fI 動 '1'部OB~が Irわれた。
吋地lズ013会が!同点地1.><.0I~ 会 "曹 H とL 可、なな 111号
。)A'it itで，OB1tN:(I)砂川，，).:-{であろフと心配l.!-が本
川111'，(1功、なりの世保 Eあっt-
[J動車部的0“jtではあるがも占屋地lメ母f'与金の山
崎)(-(ツ25)支部長にも工事加いただいた.

始めに高村氏上旬惇楕怖ftなどがあり会食に移ったz

(jL.!制介 li況娘告 iI ，~いi' の思い出など肱揖した後
üU会の今桂のあ町 }j t~ νを J! し合った内

山崎支部長からは明吻会でも次第ド布陣車する0nが
砂なくなりゴルフの 2ンへや将様、聞基など趣味を同じく

4るものが集まりゃオし、 l犬が必要だとのご示唆があっ

た. Oß告の円的行事 ~I .，.会との関係の明織化や、会
I1賓格も見直し、自動I!I庫lilこ関わっている工大OBを
楠倒的に勧誘してはと ~tうE且もあったe

また自動車部荘部中町帝曜の昔話をする雰肉'"，がどう

した;，!lれるか 1 '1 間山部 I! 動山中 -~ li ji 能 7 句 の，;，嵐し

かない'i'でごヲL-C.OI1士で臨まっても'Jf際IJJめてお士
ぜ、-jる08も多い今後さりに臨まる機士をt仰やLT自動

中 ;~I OB ~を姥l員させ たいなr(11 ，Q:.I-Lや、単位自動車

届へのIt助のあり}jにもJl凡が山されたs
地阿世員や世話世をt怖やして世代ごとのつながりを探

めたらど JかというE比があり、本多OU(化35)を、/)(期副

析官、1I1+t: (制461、内(制，0)、小川(機61)(/);1人がx訂
正 1 1 レして地~OB会を蝿り IJ fてL 、くこんになっf二 地k

11事については人命 綱fを桜前 ~ tーが乞われ てれ C惚

fr-lることにhっf-
九州で総会が附かれる止の一土Eがこうしt-総会も各地
l五件ら州りiょするのも つ山hlまと'1えるがし、かがなもの
どろうか

( ~加f，-敬称略 I IIlIIii 
高村 (化33) イト多

山本 (制46)何

近雌 (制54)小川

回

目

印

田

川

v
t
制

機

(植33)

(電38)

(制52)

(キ25)

制

楠

川

原
白
川
永

'l"f 

中京地1&08会 03. 3. 29 

ー 「部誌流星Jパッヲナンパのご車内 ーーー ー ーーーーーーーーーーーーーーー

i 昭布川年創刊の部韮「流且，Hι成16ij証明までにコヒー脚本による極刻版を作成する干定です。刷刊号-12号，
lまでのセットでl万5fl'l前後 iP}→冊1，500-2，000円で鮒布tll来る予定です.ご相官の方は極集開幕村まで'1'し込'
iんでください。nしく1'1.r，~.H(/)チヲ ンr置くどさい.

11 



総合告示ー

資善会 自動車部OB会総会召集につ いて

OB会会U>I1 OJ長に革づき、 乎hi15年自動車部08会

絶会を下記の場所・日時にて行います.

Oll全会睦代行 積回 (電凹)

全員名位には万陣練り合わせの上ご参集くださいf

なお都合で!x.席される会且は事任状をお迭のください3

.--お生。らせとお願い -，-，-，-，-，-，-，-，-，-，-，-，-，-，-，-，-，-，-，-，-，-，-，可

i 平成'5年自動車部OB会総会のお知らせ i 

‘ u l日時 平成 15年11月23日(日) !二次会について l 
! 午後4時より 総 会 ! ①当 日同じ会場で 7ラス3.0凹円 -9時まで ! 
: 午後日時 懇親会 i 申 近くのカラオク届伽伽刷蜘が州叫:刊叩1，山l

i すE 伴唱噺{世のj占Jは'h平f己1めにご連絡〈ださい準描:

!場所 北九州市小窟釦帆1北t匡謹野小童駅向 i 会の1川 f約できます おひとり2酬 '1からi
i コヲラステーンヨンホ子jレ7F i 
i レストラノ ドゥ・ラ・ガール 目オ プション i 
i 附ル酬 のZレんトが便利です . 大摂(11/22-241・阻縁キャンパス 若松キャi
i TEL093-512-0376 1 ンパス川など 定数のご刊 があればジャ1

1 ンボタクシー、マイクロパスなどツアー合設定しま目
!金費 8.000円(当日畳付にて) i す附ご連絡〈問川 i 
t 

!ホテルの割引 !州 封のはがきにて巡回民主に泊客ください ! 
1 コクラースプーンヨンホテルにお泊まりの際は 出給でやl害したあと、 拙什でか:席される場合は ; 
・ 割引貼附 '0町駅山同伴の細川 ) :3 H前111/2批でにお知らせください ; 

総合平情報告

自動車部OB会総会 準備会

掩皇記;ft;けIi47へ・F ン)によると昭利142年1月14円、

自動車部部室で揖1ド108会総会が聞かれた。 その酔

54品のOBと型投生が盟主り胤がJもできたと記されている。
日桂、各地での08会は聞かれたが総会と林するもの
は聞かれていないと忠弘岡山の卓村氏の世富でその準

借金が平成同年5月2411、小倉リ-t'/トホテルで行われた.
準描会では、まず fI時、会場姐慎(干草・来賓その

他)が話し合われ、つづいで総会を成功させるための取り

組みなど検討しf
総会では、九州地区のOB会が，j;いあいだ聞かれてい

ないので、九州地T<:01l全を旅ねてはといヲ考え方もあっ
たが、総士はあくまで絡会として行う方がよいとJフ二とに
な旬、九州地lえの081こはぜひ岡修的に奉加して聞こうと

1うニとで庄見が 量したe

12 

市}備士 ~'I\- 1柏田 (鑑321

J世!例会の性白について吋 打診加の'1'で晶年長の私が

推されたが 九州地区J'I動本部08会のの幹事でもある

石飛先輩(ヤ221に桂日お願いし憎備会会長を引き受けて
いたどいた。

総会の詳細は別措するが苅A'"備会に参加した全員
が総会前醐会の世話人として総会成功に尽力するこ止に

ったc また当 日 '~mで.加できなかったOBIこも H 刷連轄

のある1(.かまi土も働きかけをhって闘うよう要請し士
会場I'古田小倉島民ピル内、コクラステーションホテル
のÎF r ~'ウ ー?カ\ル」との型 j"Jもすみあとは08の多量的参

集を心からお願いするのみで"_

参加者敏祢略畢村 (化331 吉武 (拡391

伊東 (子441桂 (量生h9ml 前田 (魁321

(委任状'2過}



報告一

決 算

OB会基本会計 03.9. I 

収 入

会費103名
OIJからカンハ

特別暗合計より

(崎"骨頒tmな『骨/"~)

.よ句.:.j.:1J;酎 、蝿"

F元現金
日直銭高

官金計

主 日i
if1i14骨組膏

4慰金jdt::l散料
耐過1&膏

掴帽会.11'・
Iゐ暗唱.留金

唾I<}嗣費

資金内訳晶本会計

現位カンパ明かり

報 fr. 
仁3

収

08会事璃担当事村 ( ft331 

riJl早川号I収克明細 03.1.7 
入 五 /1) 

且i本会~\より 印 ~I I型本代

8/6 郵i正j¥'切Jf 
1/3 糊ftきポリ掠

直加古E送符

111，567 

f減益15号4 子宮

収 入 主 I~ 
)I;....~lt髄金 印刷関本費

枇i'l'1Jンハから 郵送貸'VJf
1.~合情'fq)j也 糊Hき7t-~担

ーお守L- 1，兎且14号」でお願いしたところ、存関 民ご車庫へのご'1占が6万4千円寄せられました.ご直接へ

お送りしたところ、ごJ'inなお札杭を頂きました.ご協力イ門揮うございました。

背料一

4プ

思い出のアルバム 提供六代 (制40)
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圃画

一一一一一一一一ーザ炉やl

固・語調長斗
~3F明日ミヨ
t-i，ME:st!?-22 

一物 ， 且 ~ ， .. ‘Jι、



笠鑑量と」主
自動車部08金昌名筆

昏~} I 住
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日
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科:年 民 名 費l{員!需号| 主 所 電話番号

機 :34 堪1t
機 ，34 1'iflJ 
化 :34 白紙
拡 :35 日凶
機 :35 

進本藤多
化 '35 
fヒ :35 11J l.:l 
街、 36 6月
拡 36 飯IR
機 36 木村
機 36 佐伯
機 36 同1111
電 36 谷間
電 36 久富
機 :37 本助
電 :37 '1、'f
屯 :37 木村
(fi :37 !日I"J
(ヒ :37 Illlfl 
出 :38 妻子口
電 :38 火塚
電 :38 栗本
電 :38 高橋
電 :38 量111
屯 :38 if'IlII 
{ヒ :38 illll 
{ヒ :38 古川i
拡 :39 ta武
槽 ー39 砂本
惜 :39 中距
惜 :39 三隅
惜 :39 宮崎
機 '39 横目i
機 :39 米政
屯 :39 111中
屯 :39 怯ノド
金 '39 小手(
金 :39 Ji，j， 
fヒ :39 浜111
惜2 :40 大峰
屯 ;10 イili;(
世 :40 愉
化 :40 梅111
制 :'0 本111
制 :40 六1¥
開 :41 闘剛
機 ;，11 金山
金 '41 IIJH 
金 :41 1[1111 
ill :42 'j)賀
{ヒ ;42 J.崎
制 ，42 IIi )L 
撒 :43 本庇
屯 :43 字E涙
屯 :43 長再
屯 '43 山本
金 :43 '1' Xb 
金 :43 高崎
{ヒ :.13 車;j(
:43 山恨
:44 小性臥
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'1' .. 
キ22111辺 機川亀谷
|捌41"1スタム i1l:42加藤
偽50.1.IJ糊 /8.:)0竹村
金5311蛸 「山政.ili
憾5.1..1:"抽) 思5.¥111内
慣元6尚術町 曜日of';( 
1ヒ57(・I1 i1!57大野
il5S仏111 険59!，，"!
初優Hl.tr雌 随 H1111 t. 
ー118111 品機9J)li!}

‘畢Itl?

崎 17 lt. 電:l8 イド
1世叫);(，吋 世41持、ふ
f$: 11 51本" 機1151竹地
M日 川! H曜日54f1野川
制5.1fi地 化訂松岡(帆足)
(-5ti悼み 化.ib府内
曜日小野 I~胡品楠
{R59'J，JIj 検:l9]f，考1
晶権11.1倍、J( Il.i京干

ア21今井i7-Z キ22唖111(仙111)1呆聞
キ24，A'怯蔚l範テ24尚'1型血
槽拘置辺良ー 電29占111品三
盟坐盟盆

相駐日常市
金日iJ!藤
金a21);' !iii 
化対西村
{品胡 L
l市a6(，七、

制58*井
制60小体
憐1151ll日

再22D戸東if
カ24点郎子見ー
拡32怯古車

総会が.trくなりました出水る(":}~くのOBが盟主って
い(-1"，}ることを切;.-fli 慢しており主寸 -ft'd! fIドh~15句loHII! 

屯:¥9，I:i;i:: 
世刊ト{.01ト
!制目的場
('511ド場
機50liそ雌
化.í7M~1
検58補111
機61'11村

キ23久i来附夫
キ25/唱)1慶次
金36置辺敏]島

部品、 OB~誌を併せとかり2 月 i ，-riふりました O日間i量
的記 ・ド が ν う L てι多くな旬、現役 :'lìl! I L.，Ø'U~<思ってい
主}。

絶(JI'i 九州 l世人7占荷停会n動中部

渉;片は現世が i体ぞ1W'tをfrってI"iいtl吐血い主寸
が、フリーや、 本葉山学lH，忙しそ)-c:、長r、0"ガイドが
つい f.~ 1I 1してしまいそ?です
~りの特'tは fj1iX t I目的高長紙'，'"i-胤を依せr
I部地-M!11'11' ，-まつわるIEいIlliお事せL、(-どさfい
と思いますが‘ l、かがな物でし主)，ご世備士AJf.';ら.、たし
ておりま寸

J9 

i将内'1
m吻九州 l大n動市郎OIJ会
士J<1¥1'1 iIi 111 

印刷 岡山rli
(除)印刷 1.1);フジワラ

細怯儀4 岡山，1，
旭区削併'r，1>什



〒703-8267 明専 ・九州工太自動車問08会
福車整it正岡山市 蕗村
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